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平成23年度「京都中小企業優秀技術賞」を受賞された企業の概要、受賞の対象となった技術・
製品等について、代表者や技術者のお話をうかがいます

京の技シリーズ
～技術開発に成果をあげ京都産業に貢献した中小企業の紹介～

※１） ナノインプリント：従来の露光装置を使わずに、原版を基板に押し
当てることで微細加工を実現する技術。

■独自の経営方針と運営体制
当社の強みは、単なる装置メーカーではなく、高いプロセス技
術と研究機関との連携による裏づけをベースに、自ら提案し、市
場を牽引していくところにあります。私自身が研究者として大学
や先端研究機関と連携しており、実装関連の産学連携コンソーシ
アムである電子実装工学研究所（東京都文京区）の会員企業として
活動しています。
また、従業員数は現在10名で、少数精鋭の技術者集団であるこ
とも特徴。ファブレスを基本として、製作は大手メーカーに、管
理業務は会計・特許・法律事務所などにアウトソーシングしていま
す。小回りのよさとスピードの速さで、
大手企業なら２年かかる新装置開発を半
年で達成するなど、競合他社にはできな
い事業を展開しており、設立から８年間
で出願した特許は50件に上ります。

■高精度で効率的なウエハ接合装置
今回受賞した「表面活性化大口径半導
体ウエハ接合装置」は、大口径の半導体
ウエハを高精度に張り合わせる装置で
す。半導体メーカーでは、主にウエハを
切断したチップ同士を接合する製造方法
を採用していますが、ウエハ段階で一度
に接合し切断することで、切断・接合工
程が大幅に効率化でき、生産性向上につ
ながります。

■高まる半導体接合のニーズ
近年、携帯電話やデジタルカメラな

ど電子機器の小型化、高機能化が進む
中、複数の半導体を効率的に接合し、複
合部品化するニーズが高まっています。
当社は、そうしたニーズに応え、新
しい接合技術を提供するベンチャー企
業です。独自の高精度なアライメント
（位置決め）技術を武器に、半導体や
MEMS（微小電気機械システム）のウ
エハ接合装置、ナノインプリント※１

用の製造装置を開発しています。ウエ
ハとは、ICチップの製造に使われる半
導体でできた薄い基板のことですが、
多層に重ねることで機能が集約し、動

作が高速化する特徴があります。この積層化のための接合を行う
のが、ウエハ接合装置です。
私は大手設備メーカーに22年間勤務し、自ら希望して様々な技

術部門を経験し、電気と自動機械のあらゆる専門知識を習得。フ
リップチップボンダー（半導体のフリップチップ実装装置）を開発
し、事業化した実績があります。2004年、自ら研究開発した高
精度アライメント技術をさらに生かすべく、３名の仲間とともに
ボンドテックを設立。チップボンダーは半導体の後工程であるた
め、薄利多売でメンテナンスに追われがちになることを考え、起
業にあたっては半導体の前工程であるウエハボンダーを選択し、
新たな技術開発を目指すことにしました。当初は関西文化学術研
究都市・けいはんなプラザ（精華町）のベンチャーインキュベート
ルームからスタートし、その後、クリーンルームを備えた現在の
宇治ベンチャー企業育成工場に移りました。

【第７回】 ボンドテック株式会社
「表面活性化大口径半導体ウエハ接合装置」

▲代表取締役社長
　山内 朗 氏

▲ クリーンルーム内の半導
体ウエハ接合装置
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■日本のものづくり復活に向けて
半導体やMEMSは将来、ロボット、バイオ、メディカルなど、
私たちの生活に密着したあらゆる機器に浸透してくるでしょう。
これに伴って半導体の製造技術は、従来のフォトリソグラフィ※２

方式から、より微細加工を実現するナノインプリント方式に移行
し、さらにウエハ接合技術は３次元積層化します。当社では、高
精度なアライメント技術を活用し、光硬化樹脂の特性を応用した
ナノインプリントの微細転写装置の開発も行っています。ボンド
テックの技術なら、大がかりな製造ラインを導入しなくても、ス
テッパー装置をナノインプリント装置に変更し、前工程製造ライ
ンの最後にウエハ接合装置を導入するだけで、最新の製造手法に
刷新できるのです。
装置開発で苦労した点は特にありませんが、優秀な人材を確保
することには尽力してきました。公募はせず、業界でできる人材
がいると聞けば、どこへでも直接会いに行きます。また、ベンチャー
企業でネックとなる資金繰りや先行機（デモ機）の製作については、
複数の専門商社と連携してきました。今回の接合装置は、これま
でに半導体メーカーや研究機関などに約50台を販売。商社を通じ
て海外展開も行っています。
今、日本の半導体業界は低迷し、後進の韓国や台湾のメーカー

が台頭しています。しかし、そうした国々に新しい技術開発の動き
は見えません。真に新たな技術を生み出す力を持つのは、日本です。
それくらい日本の技術力は高い。私たちがコンソーシアムで開発
した表面活性化手法は、日本のものづくり復活のキーになると確
信しています。本装置の量産化が進むことで材料や設備の製作を
支える中小企業の雇用創出にも貢献できればと考えています。

※２） フォトリソグラフィ：写真現像技術を応用した超微細な集積回路の
パターンを作成する技術。

会社概要
●会 社 名：ボンドテック株式会社
●所 在 地：宇治市大久保町西ノ端1-25
●代 表 者：山内 朗
●資 本 金：3,100万円
●事業内容： MEMS・半導体分野における接合・ナノ製造

装置の製造、開発、販売、技術指導、コンサル
ティング業務および有料技術供与ならびに情報
提供サービス、特許・知的財産権の企画立案、
開発、研究、取得、保有、管理、運用

【お問い合せ先】（公財）京都産業 21 連携推進部産学公・ベンチャー支援グループ
TEL：075-315-9425  FAX：075-314-4720
E-mail：sangaku@ki21.jp

この装置には大きく２つの特徴があります。ひとつは、赤外線透過
画像の位置を高精度に認識するシステム<Magic Vision>と、６
軸方向を位置制御するシステム<ピエゾアクチュエータ>を組み
合わせて、業界標準より一桁低い0.2μm単位の位置決め精度を
コンパクトな機構で実現したこと。もうひとつは、東京大学・須賀
唯知教授の指導を得て、低真空や大気中での常温接合を可能にす
る表面活性化手法を取り入れていることです。この手法はもとも
と、須賀教授がコンソーシアムディレクターを務める電子実装工
学研究所の共同研究事業として、当社も参画して開発したもので
す。須賀教授は３次元LSI積層化技術のキーとなる表面活性化に
よる常温接合プロセスの第一人者で、現在は当社の技術顧問でも
あります。

.▲ 独自の接合技術

■位置決め技術と常温接合技術を融合
大口径のウエハ同士の接合は位置合わせが難しく、チップ同士

の接合に比べて、高い精度が必要になります。そこでまず、赤外
線で半導体チップの位置を検知し、次に６軸方向で制御するアク
チュエーターを使ってズレを修正する方法をとりました。
接合については、従来のハンダを使った高温加熱接合では、熱

膨張が原因で位置精度が悪化すること、異種材料間接合の際に熱
膨張差による割れが生じることが問題でした。常温環境では、超
真空中においてイオンビームを使用する表面活性化接合という方
法もありますが、超真空にするために時間とコストがかかる点が
課題でした。そこで開発したのが、低温（150℃程度）で大気中で
も材料同士の直接接合ができる技術です。熱膨張による位置ズレ
もなく、ウエハ同士の張り合わせができます。接合する半導体材
料によって適切な表面活性化方法を使い分けることも可能。プラ
ズマやイオンビームなどを用いて特異な処理をすることで真空度
を超高真空から低下させ、金（Au）や銅（Cu）とシリコン（Si）、ガ
ラス（SiO2）など、異種材料の接合にも対応します。開発した低温
接合プロセスは、プラズマを使用する大気中低温接合３種類、イ
オンビームを使用する高真空中接合３種類の計６種類があり、い
ずれも須賀教授と当社でプロセス特許を保有しています。
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京都府中小企業応援条例に基づく認定企業のご紹介

応用電機株式会社
～電子機器の開発・設計・製造を得意とし、お客様に満足いただけるオーダーメード製品の提供～

応用電機株式会社は、昭和35年の創業以来、電子機器
の開発・設計・製造を得意とし、お客様のニーズにあった
オーダーメード製品を多品種少量の受注生産を行い、50
年の実績を有してます。
このことは、長い経験の中で培われてきた確かな技術が、

多くの顧客の信頼を得ていることの証
しです。
平成24年度『京都府中小企業研究開

発等応援補助金』の採択を受け、超音
波２波計測を用いることによる被曝の
恐れがない、計測値の精度が高い骨密
度計測装置を開発することにより、新
たな市場開拓に取り組んでいます。

自社の強み

　非規格少量生産に特化したDMS（設計受託）・
EMS（製造受託）企業として、電子プリント基板の実
装や各種産業用電子機器の設計製作を得意としてい
ます。
　認定事業の超音波２波計測技術のほか、静脈認証
装置や光源装置などの独自技術も保有しており、豊
富な経験と実績を活かして、ものづくりのあらゆる
工程で、最適なソリューションを提供できます。

現在の状況 　事業計画予定通り、骨密度計としての医療機器の
承認取得済み。

今後の
事業展開

　現在、骨粗鬆症の診断基準としてはＸ線装置の「骨
密度」が基準となっているが、既に学会では、併せ
て「骨強度」の測定が求められている。当社の開発し
た装置が「骨強度」を評価できる唯一の装置であるこ
とを証明するため、臨床試験を通じて、データ収集
及び評価を行う。

活用した主な
支援策

●京都府中小企業研究開発等応援補助金
● イノベーション促進コーディネーターによるフォ
ローアップ

京都府中小企業応援条例の認定企業をご紹介します。

研究開発等事業計画のテーマ
超音波２波計測による骨密度及び骨強度計測装置の開発及び商品化

【お問い合せ先】（公財）京都産業21 経営革新部 経営企画グループ TEL：075-315-8848  FAX：075-315-9240
E-mail：keieikikaku@ki21.jp

企業プロフィール
●代 表 者　茶屋　誠一 氏
●所 在 地　城陽市平川中道表63-1
●事業内容　 電子機器の開発・設計及び製造（電子計測

機器、電子制御機器、半導体製造装置）
●U R L　http://www.oyoe.co.jp/

企業メッセージ

　医療分野への新事業展開にあたり、イノベーション促進コーディ
ネーターの協力をいただくことで助成金獲得につなげることがで
き、新事業展開にはずみをつけることができました。
　私たちが創業以来大切にしてきた「ひとりひとりが、やりたい仕
事に打ち込む。」というものづくりへの姿勢を、高度な技術力、正確
で力強い製造力に反映させることで、優れたソリューションを提供
して参ります。

京都府中小企業応援条例に基づく認定企業のご紹介
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【お問い合せ先】（公財）京都産業21 事業推進部 市場開拓グループ TEL：075-315-8590  FAX：075-323-5211
E-mail：market@ki21.jp

上海代表処だより　Vol.13

2011年10月に開催された上海
での京都企業交流会の時に、出席さ
れた企業の皆様からの提案もあり、
「チーム京都」というコンセプトでの
事業支援活動を始める事にしまし
た。その後、２つのチームを立ち上
げました。一つは、自動化設備関連
企業チーム、そして物産販売促進
チームです。今回は、その活動を通
してできたこと、分かった事を紹介
させていただきます。

中国は、現在ほぼ日本と同じ経済
規模になっており、今後の経済成長を考えると間違いなく世界
最大の市場になります。すでに皆様ご存知のように、自動車の
販売台数、その他電気製品なども最大規模になっています。
21世紀の日本の発展を考える場合、隣国である中国の市場
を視野にいれて、ビジネスチャンスを活かして行く事が何より
大切な事です。この巨大な国土と人口をもつ市場に参入する時
に、企業一社ごとでのアプローチではやはり、力不足を感じざ
るを得ません。また、市場の顧客からみても、魅力的には映ら
ないでしょう。そこで、同業者が集まり、情報発信力を強くし、
アピールすることが必要となってきます。

１．物産関係：
① 　より多くの商品を揃えることで、消費者や流通業者に
高い関心を喚起でき、実際の販売にも好影響をもたらし
ました。
② 　集客と売上げがより大きくなり、イベントなどへの参
加機会が増加しました。2011年度に比べて2012年度
は、物産展などへの参加の他、店舗内での常設京都コー
ナーなどの開設にこぎ着けるなど格段に市場での活動が
活発になりました。
③ 　これからは更に、中国の各地でのイベント開催、また
多くの流通業者と連携し、事業の拡大が実現できる見通
しも立つ様になりました。

２．自動化設備関連：
① 　最低賃金がここ３年、毎年15%前後上昇しています。
最近のニュースでも、広東省では1600万人の帰省者の
うち、60%程度しか戻ってこないという予測をしてお
り、賃金上昇と人手不足が深刻化しています。

② 　こうした労働環境の中、世界の工場である中国におい
て、特に沿海部においては、人に頼らない自動化設備の
導入を検討する企業が急増しています。チーム京都は正
にこの急増する、また急速に拡大する自動設備事業を取
り込む為に、非常に良いタイミングで、チームを結成し
活動を開始したことになります。

④ 　昨年６月には33社が参加して活動が始まり、現在は
37社を数えています。

⑤ 　販売活動の結果３社からの受注が決まりました。中国
の会社から２件、日系の会社から１件です。また引合い
も多く頂いており、今後の事業拡大の可能性も見込める
状況になって来ています。

⑥ 　多くの企業の連携を強化し、各企業の強味を持ち寄り、
効率的に事業活動を展開できるような運営規則の設定も
準備していきます。

⑦ 　製造業は、地産地消がベースの自動車など大型商品、
家電から日用品までありますが、中国での生産は、市場
の高品質化要求に合わせながら、自動化を進展させる事
で、未だ拡大する余地があります。これからも設備関連
事業は成長が期待できます。

大きな市場に対し、チームで取組むというコンセプトは有効
である事がわかりました。今後もこの活動を継続し、より多く
の実績を物産販売、設備販売の両分野で挙げられるように支援
を強化していきます。
これから海外での展開をお考えの企業にも、チーム活動に参

加される事で、スムーズに市場参入できるのではないかと思い
ます。多くの企業のご参加をお待ちしています。

上海代表処のチーム京都活動状況

▲藤原首席代表
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オープニングセレモニーでは、岡西康博京都府副知事の挨拶があり、「京都府では、中小企業の活性化に向けての緊急支援
対策ならびに雇用対策に取り組んでおり、このイベントが新たなビジネスパートナーとの出会いの場となり、参加者にとっ
て有意義なひと時になるよう願っております。」と述べられました。続いて（公財）京都産業21の石田明理事長は、「京都ビジ
ネス交流フェアは中小企業の販路の拡大、モノづくり産業の育成に大きな成果をあげてきました。14回目を迎える今回も
企業間交流やコラボレーション、ニッチ分野の情報交
換の場としていただければ幸いです。」と挨拶しました。
フェアのメインイベントである『ものづくり加工技

術展』には130社・11グループが出展し、府内外から
来場されたメーカー・商社等との商談が活発に繰り広
げられました。また、今年度は新しい試みとして、「製
品開発型・京都企業展」（45社出展）と「丹後テキスタイ
ル展」（11社出展）のコーナーを設置したところ、多く
の来場者がブースを訪れ、製品を手に取り、熱心な商
談が行われていました。
昨年に続き近畿・四国の11府県が合同で開催した

「近畿・四国合同緊急広域商談会」では124社の発注
メーカー対し近畿・四国の中小企業が懸命に自社をア
ピールしました。
その他、「BPフォーラム」、「きょうと連携交流ひろ

ば」及び同時開催事業コーナーにも多くの方の参加を
いただき、来場者は過去最大の9,800人でした。多数
のご来場、誠にありがとうございました。

２月21日（木）、22日（金）の２日間、京都府並びに（公財）京都産業21の主催により京都市伏
見区の「京都パルスプラザ（京都府総合見本市会館）」において、『京都ビジネス交流フェア2013』
を開催しました。例年にも増して力のこもった展示が大変多く、展示会場のあちらこちらで熱
心に商談する様子が見られました。

京都最大規模のビジネスイベント
『京都ビジネス交流フェア２０１３』を開催しました
京都から世界へ！イノベーションの風、光る知恵

●ものづくり加工技術展
ものづくり加工技術展は、展示商談会形式で府内中小企業の優れた加工技術の展示を中心に実施し、全国の主要メーカーや商社
などとの＜出会い＞の場となりました。
新分野・新事業進出のためのビジネスパートナーを広い分野から発掘し、京都企業の事業拡大に結びつけることを目的としたこ
の展示会の商談件数は、２日間で713件を数えました。会場のあちらこちらで活気ある商談が行われ、出展者に熱心に質問する来
場者の姿からは、その後の継続取引に向けての期待を窺うことができました。

●製品開発型・京都企業展
今回初の開催となる「製品開発型・京都企業展」では、45社／47小間が出展し、固有技術を有する自社の優れた製品・設計開発

力・技術力を広くPRしました。
会期中は、連携・交流を求めるメーカー開発担当者や商社等
のユーザー及び府内外の販路開拓コーディネーター、産学連携
コーディネーターが来場され活発な交流・商談が行われました。
※ 製品開発型中小企業とは、設計能力があり、かつ自社製品（自社の
企画・設計による製品、部品を指し、自社ブランドだけでなく他社
へのOEM供給製品を含む）の売り上げがある中小企業を指します。（ ）

岡西京都府副知事 石田理事長
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●近畿・四国合同緊急広域商談会
近畿・四国合同緊急広域商談会では、自社製品の品質向上、コスト削減、新商品やモデルチェンジの企画などのために、新技術
や新工法を求めて協力先を探す全国のメーカー124
社と、独自の優秀な技術を持つ近畿・四国11府県の
中小企業442社とのマッチングの場を提供しました。
厳しい景況が続く中、この２日間の商談会の商談件
数は1,544件（完全予約制で実施）を数え、中身の濃
い商談が繰り広げられました。今後、取引成立に向け、
より具体的な折衝が数多く展開されることになります。

『京都ビジネス交流フェア２０１３』を開催しました

●きょうと連携交流ひろば
積極的に連携による事業展開に取り組んでいる企業・大学・連携グループ・金融機関・産学公研究開発グループが集い、新たな“連
携”のヒントを見つけていただくために開催しました。
会期中は、多くの来場者や出展者間でビジネスチャンス拡大のための交流が盛んに行われました。
【連携グループゾーン】５グループ出展
【金融機関ゾーン】８社出展
【産学連携ゾーン】では(株)カーボテック、 
(株)タナベの２社の成果報告及び13大学等出展
【応援条例ゾーン】では(株)三輪タイヤ、応用電機(株)
の認定企業２社の成果報告があり、各ブースを訪れる
来場者と出展者との間で意見交換がありました。
また、今回は、平成24年京都府高等学校ロボット
大会で優勝した京都市立洛陽工業高校によるロボット
の実演等があり、来場者を楽しませていました。

●丹後テキスタイル展
今回初めて企画した当コーナーにおいては、丹後の
シルク産業の関連業者11社が出展しました。
いずれも、自信を持って開発した生活関連製品、雑
貨、小物、工芸品等数多くの商品を展示し、丹後の地
域産業を広くPRしました。
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●京都“ぎじゅつ”フォーラム2013
技術開発に成果を挙げ、京都産業の発展に貢献した企業等の功績を讃え顕彰する「京都中小企業技術大賞」。平成24年度の大賞
は、朝日レントゲン工業㈱（京都市南区）が受賞し、表彰状や記念品などが授与された後、大賞受賞企業から『歯科用アーム型X線
CT診断装置「AUGE（オージェ）」』をテーマにプレゼンテーションがあり、また、今年度は審査委員長による講評もありました。続
いて、『ものづくりニッポン復
活』と題して、NHK制作局第
１制作センター専任ディレク
ター 解説委員の片岡利文氏に
よる記念講演を行いました。
（講演要旨は4月号以降に順次ご紹介
する予定です）

●国際化フォーラム2013
国際化フォーラムでは、ベトナムと中国の最新経済事情等をテーマに講演いただきました。ベトナムは、1990年代前半から日
系企業の投資先として最も注目される国となっており、2012年は一旦減速したものの、2013年には、国際経済の復活を背景
にして、インドと中国に次ぐ位置に立つと見込まれています。第１部では、ベトナムの最新経済事情、進出日系企業の抱える問題
などについて、日本貿易振興機構（ジェトロ）海外調査部アジア大洋州
課主任調査研究員 守部裕行氏にお話しいただきました。
続く第２部では、中国の景気減速、昨年尖閣諸島問題がきっかけで
発生した中国でのデモ騒動や日本製品の不買等の問題に関連して、ジェ
トロ大阪本部ビジネス情報課アドバイザー 竹村仲生氏から「景気減速
下の中国経済」をテーマにお話しいただき、第３部では、中国及びアジ
アを中心とした経済活動における日本の中小企業の事業チャンス拡大
の可能性について、（公財）京都産業21 上海代表処（京都府上海ビジネス
サポートセンター）首席代表の藤原二郎が分析・解説しました。
（※第３部の講演要旨は、後日誌面でご紹介する予定です）

●ベンチャーフォーラム2013
基調講演並びに２つの講演会を開催しました。基調講演では、経済産業省 地域経済産業グループの神宮参事官補佐より、「地域

新産業戦略の推進について」をテーマにお話しいただきました。また、
続く講演会では、大手メーカーを飛び出し、現在のニーズにマッチし
た開発手法、販売手法で注目を浴びている、ビーサイズ㈱代表取締役 
八木啓太氏、㈱テクノブレイン代表取締役 芦達剛氏のお二人を講師に
お迎えし、起業から現在に至るまでの経緯、考え方など、起業家とし
てのノウハウをそれぞれお話いただきました。
（講演２：たった一人の家電メーカー　唯一無二のモノづくり」及び講演３：それなら
メーカーになりましょう！」の講演要旨は、それぞれ4月号以降に順次ご紹介する予
定です）

●京都試作フォーラム2013　「京都を試作のメッカに！」
～グローバル社会の試作開発ニーズに応えるサポートインダストリーを目指して～
基調講演では「ハイアールにおけるハイアール アジア インターナショナル㈱の役割」～R&D拠点としての京都・関西の魅力～を

テーマに取締役副社長　奥俊一郎氏の講演がありました。
その後、奥氏を交え「産・学・公 オール京都で、
京都を試作のメッカに!」をテーマに京都産業育成
コンソーシアム　常任幹事・事務局長　家次昭氏、
京都工芸繊維大学　創造連携センター　特任教授
　行場吉成氏、京都試作ネット　代表理事　竹田
正俊氏による座談会が行われ、中小企業者、発注
メーカ、大学、研究機関等の来場者に向け熱い討
論がなされました。
（基調講演録及び座談会の模様は4月号以降に順次ご紹介す
る予定です）

八木 啓太 氏神宮 勉 氏

行場 吉成 氏家次 昭 氏奥 俊一郎 氏

記念講演 片岡 利文 氏

芦達 剛 氏

竹田 正俊 氏

技術大賞 朝日レントゲン工業㈱ 優秀技術賞 ㈱京都医療設計 他4社 講評：垣野委員長

竹村 仲生 氏守部 裕行 氏 藤原 二郎
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『京都ビジネス交流フェア２０１３』を開催しました

●インキュベートのみやこ推進事業
京都府内のインキュベート15施設が連携し、各施設の入
居・卒業企業から19企業がそれぞれの製品や技術を展示し、
新たなパートナー発掘や販路拡大
を目的とした「ビジネスマッチン
グ事業」を開催しました。当コー
ナーでは積極的な意見交換や交流
をされている姿が見られ、具体的
な商談など新たな販路拡大に繋が
りました。

●知恵産業のまち・京都の推進
京都商工会議所のブースでは、第３回知恵ビジネスプラン
コンテスト認定企業６社と知恵のチャレンジャー登録企業６
社による合同展示が行われまし
た。ブース内では、多岐にわたる
ユニークな商品・サービスの説明
に熱心に耳を傾けたり、知恵ビジ
ネスを支援する京都商工会議所の
施策情報を集めるなどしていまし
た。

●KYOTO DESIGN WORK SHOW
「KYOTO DESIGN WORK 
SHOW」では、デザイナーが自社
の仕事、作品を公開することによ
り、数々の企業とのマッチングや、
デザイン活用を実践するものづく
り企業の技術力向上に貢献するこ
とができました。

●関西の選りすぐり～地域資源活用商品～
今回初めて企画した当コーナーにおいては、関西の事業者

こだわりの逸品など、関西各地の選りすぐりが集結しました。
地域資源を活用した商品づくりや農商工連携に取り組む広

域連合域内（滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、和歌山県、
鳥取県、徳島県）の事業者による
商品展示や販売、試食などが行わ
れ、多くのデパート、スーパー等
の流通関係の仕入れ担当者と、販
路開拓を目指す出展者との間で活
発な商談が行われていました。

【お問い合せ先】（公財）京都産業21 企画総務部企画広報グループ TEL：075-315-9234  FAX：075-315-9240
E-mail：kikaku@ki21.jp

日　時  ２０１３年２月２１日（木）～２２日（金）１０：００～１７：００
会　場   京都パルスプラザ（京都府総合見本市会館）

京都市伏見区竹田
主　催  京都府、公益財団法人京都産業２１
共　催  財団法人京都府総合見本市会館
後　援   近畿経済産業局、京都市、京都商工会議所、一般社団

法人京都経済同友会、公益社団法人京都工業会、京
都産業育成コンソーシアム、財団法人全国中小企業
取引振興協会

協　賛   株式会社イシダ、ＮＴＴ西日本 京都支店、大阪ガス株
式会社、オムロン株式会社、京セラ株式会社、株式会
社京都銀行、京都信用金庫、京都信用保証協会、京都
中央信用金庫、京都リサーチパーク株式会社、サムコ
株式会社、株式会社島津製作所、大日本スクリーン製
造株式会社、株式会社日進製作所、日新電機株式会
社、村田機械株式会社、株式会社村田製作所、株式会
社ユーシン精機、ローム株式会社（５０音順）

開
催
概
要

同
時
開
催
事
業
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設備貸与（割賦販売・リース）制度　〈小規模企業者等設備貸与制度〉

お支払いシミュレーション ・ご利用のご案内

区　　分 割賦販売 リース
対 象 企 業 原則、従業員２０人以下（ただし、商業・サービス業等は、５名以下）の企業ですが、最大５０名以下の方も利用可能です。

**個人創業１ヶ月前・会社設立２ヶ月前～創業５年未満の企業者（創業者）も対象です。
対 象 設 備 機械設備等（中古の機械設備、及び、土地、建物、構築物、賃貸借用設備等は対象外）
対象設備の金額 １００万円～８,０００万円／年度まで利用可能です。（消費税込み）
割賦機関及び
リ ー ス 期 間

７年以内（償還期間）
（ただし、法定耐用年数以内）

３～７年
（法定耐用年数に応じて）

割賦損料率及び
月額リース料率

年２．５０％
（設備価格の１０％の保証金が契約時に必要です）

3年 2.990％　　４年 2.296％
5年 1.868％　　６年 1.592％　　7年 1.390％

連 帯 保 証 人 原則1名（法人企業の場合は代表者、個人事業の場合は申込者本人以外の方）でお申し込みできます。

企業の方が必要な設備を導入する際、財団がご希望の設備をメーカーや
ディーラーから購入し、その設備を長期かつ低利で「割賦販売」または
「リース」する制度です。
【ご利用のメリットと導入効果】
●信用保証協会の保証枠外でご利用できます。 
●金融機関借入枠外でご利用できます。 
→　運転資金やその他の資金調達に余裕ができます。 

●割賦損料率・リース料率は固定 
→　 安心して長期事業計画が立てられます。先行投資の調達手段

として有効です。 

●設備投資の際は、是非一度お問い合わせください。●

割賦・リース
契約締結 割賦・

リース料支払 設備選定

売買契約締結

設備代金支払

設備納入

設備販売業者財　団

企　業

設備投資なら、財団の割賦販売･リース

■財団HPにてご利用できます。
　設備金額を入力すると、毎月のお支払金額が表示されます。

■お支払シミュレーション■
月賦・半年賦・リース

ご利用の際の毎月のお支払いをご自由に試算頂けます。
http://www.ki21.jp/business/setubi/simulation/
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設備貸与企業紹介

設備貸与制度

お問い合せ先 （公財）京都産業21 事業推進部 設備導入支援グループ TEL：075-315-8591  FAX：075-323-5211
E-mail：setubi@ki21.jp

お客様
の　声

LEDチップの小型化に対応する
実装マシンを導入

株式会社京光
代表取締役　菅原 政秀 氏
所在地●宇治市小倉町天王57
ＴＥＬ●0774-24-4353
ＦＡＸ●0774-24-4413
業　種●各種プラスチック成形・設計・加工・組立

■国内有数のグレーチングメーカー
当社は、各種プラスチックの成形・設計・加工・組立を手がけてお

り、電子機器の設計・製造を行う親会社・京光製作所（1957〔昭和
32〕年創業）から1985（昭和60）年に独立。創業者は私の父ですが、
現在は私が両社の代表を務めています。
京光の主力製品は、樹脂製やFRP製のグレーチング（排水溝の蓋）

であり、スポーツ施設や温浴施設の水まわりに使われているもので
す。プールや浴槽のメーカーに部材として納めているほか、「ロール・
ロストン」というブランド名で自社製品も販売しています。「ロール・
ロストン」の特長は、有害物質を排除したカルプ材（カルシウムイン
プラスチック）を使用し、ゴムで連結しているため、安全で耐水性に
優れていること。特に格子状に編んだTタイプは曲線対応に優れ、子

どもの指にも優しい安心仕様で、立体表現も可能です。2003（平成
15）年に特許を取得し、国内に類似製品はありません。
元来、スポーツ施設用の設備は欧州が先進地であり、国内の公認
施設でグレーチングの指定メーカーは、当社を含む２社のみ。2015
（平成27）年開催の和歌山国体の施設でも採用が決まっています。
■注目の新製品「ファンタジック・ライト」
最近力を入れている新製品が、京光製作所とのコラボレーション

による水中照明システム「ファンタジック・ライト」（実用新案取得）で
す。７色の発光が楽しめるLED照明で、温浴施設やプール空間に美
しさや癒やしの要素をもたらします。浴槽やプールの側壁を挟んで
電源と照明を磁力で装着。電源に直接触れなくても充電・点灯できる
のが特長で、壁に穴を開けないため漏水等の心配もありません。
しかし、技術革新が進むLED照明は日々小型化し、形状も変わる
ため、LEDチップの実装でも高精度化が進んでいます。そこで昨夏、
京都産業21の制度を利用して、電子部品の実装マシン「チップマウ
ンター」と「ディスペンサー」を導入しました。前者はLEDチップをプ
リント基板に配置する機械、後者はそれを糊付けする機械です。旧
設備は老朽化して精度が落ちていたため、取引先や自社の製品の形
状が変わるたびに樹脂で補うなどの対応をしていましたが、現在は
高い精度で実装でき、形状変化に対応しやすくなりました。従業員
からは「製品歩留まりが上がり、新たな製品に取り組みやすくなった」
との声が聞かれ、取引先からは「試作品の実装などに役立つ」と好評
です。
先代の時代から、設備導入では京都産業21にお世話になってきま

したが、今回初めて自分が中心となって動き、京都産業21には他に
も様々な支援制度があるとわかりましたので、今後も活用させてい
ただきたいと考えています。

 京都産業21設備導入支援グループより

本制度ご利用のリピーター企業。LED照明の今後の可能性
と、アクア関連事業を成長させていく方向性を大きく強化す
る設備導入となりました。グループ会社の㈱京光製作所との
グループ戦略を明確にしていく事で、ますます良い企業へ発
展していかれることを期待しています。

今回導入したチップマウンター（左）とディスペンサー


